
日付は配信日に合わせます。元日に配信する場合は1月1日に、

営業開始日の配信とする場合はその日にちとします。松の内（1

月7日）までに配信するようにしましょう。

大きな災害や事故などがあった場合は、冒頭で触れるなど届ける

相手に配慮した内容にしましょう。

テキストだけでなく、ビジュアルを入れることをおすすめします。本リ

リースでは社員からの年頭所感ということで、全社員の集合写真

を掲載しました。

他には、代表者や会社のイメージを表す写真、会社のロゴや掲げ

ているスローガンなどのデータでも良いでしょう。



【起承転結・展】

本リリースでは、3つの挑戦が起承転結展の「結」「展」。

一般的には今年一年で取り組むことが「結」、それと別により長い

スパンで展望を伝えることが「展」となりますが、展望を伝えること

自体が「結」となることもあります。

【起承転結・展】

社会・環境の変化と事業への影響について触れています。

【起承転結・展】

前年の社会情勢について言及し、それを受けて自社の位置づけ

を再度明確化、中期計画に取り組む宣言に繋げています。

※「3つの挑戦」のそれぞれを独立させて細かく説明しています。

複数の目標がある場合は、整理されて読みやすいでしょう。

【起承転結・展】

企業のを現状やとりまく環境について、数字や統計などをもとに記

載します。複数の目標・宣言が分かれている場合は、各宣言ごと

に承・転・結が存在します。

前述の「プレスリリースの役割変化」を受けて自社が取り組んだこ

とを記載しています。自社の事業を取り巻く変化に対応した動き

として、取り組みにストーリー性が見えます。

過去にうまくいかなかった取り組みについても言及します。思うよう

な実績が残せなかった理由と、再度挑戦する背景についてもきち

んと記載することで、展開の裏付けが伝わるでしょう。

※

※

※



解がないプレスリリースではありますが、

特に「年頭所感」におけるプレスリリース配信は想いを強く打ち出

すものとなります。

本リリースでは、社員全員と代表者の年頭所感を分け、「3つの

挑戦」についてそれぞれの立場でコメントを出していますが、他の

配信校正パターンをご紹介。

-----

1．代表者の名前のみの年頭所感を掲載する

2．会社全体としての年頭所感と代表者の新年の挨拶を掲載

する




